
公共下水道事業会計



円 円 円

１．営業収益

    (１) 下水道使用料     224,418,484

    (２) 一般会計負担金 0

    (３) その他営業収益 28,600,000 253,018,484

２．営業費用

    (１) 管渠費 10,473,850

    (２) ポンプ場費     24,093,024

    (３) 処理場費     67,214,441

    (４) 業 務 費      7,828,226

    (５) 総 係 費       4,415,108

    (６) 減価償却費  0

    (７) 資産減耗費  0

    (８) その他営業費用  432 114,025,081

営  業  利  益 138,993,403

３．営業外収益

    (１) 受取利息       2,791

    (２) 他会計負担金   698,201

    (３) 長期前受金戻入   0

    (４) 雑 収 益     2,618,089 3,319,081

４．営業外費用

    (１) 支払利息    18,312,148

    (２) 雑 支 出 0 18,312,148 △ 14,993,067

経  常  利　益 124,000,336

５．特別利益

    (１) 固定資産売却益 0

    (２) その他特別利益 0 0

６．特別損失

    (１) 固定資産売却損 0

    (２) 過年度損益修正損 259,755

    (３) その他特別損失 0 259,755 △ 259,755

      当期純利益 123,740,581

      前期繰越利益剰余金 341,296,831

　　　その他未処分利益剰余金変動額 0

      当期未処分利益剰余金 465,037,412

平成３０年度上半期  大竹市公共下水道事業損益計算書
（平成３０年４月１日から平成３０年９月３０日まで）



１ 円 円 円 円

(1)

イ 1,859,646,963

ロ 1,072,552,320

△ 584,797,780 487,754,540

ハ 7,169,381,960

△ 2,248,402,921 4,920,979,039

ニ 4,502,527,045

△ 2,132,437,052 2,370,089,993

ホ 2,434,181

△ 2,312,471 121,710

へ 2,044,122

△ 1,567,581 476,541

ト 165,420,561

9,804,489,347

(2)

イ 53,156,000

ロ 2,016,000

55,172,000

9,859,661,347

２

(1) 469,533,467

(2) 97,711,881

△ 4,711,452 93,000,429

(3) 134,400

(4) 1,566,900

(5) 8,181,782

572,416,978

10,432,078,325

平成３０年度上半期　大竹市公共下水道事業貸借対照表
（平成３０年９月３０日）

資　産　の　部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

減 価 償 却 累 計 額

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額

車 両 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額

工具,器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額

建 設 仮 勘 定

有形固定資産合計

無 形 固 定 資 産

施 設 利 用 権

電 話 加 入 権

無形固定資産合計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

そ の 他 流 動 資 産

流 動 資 産 合 計

前 払 金

貯 蔵 品

資 産 合 計



３ 円 円 円 円

(1)

ロ 48,512,000

2,533,993,653

(2) 51,919,000

(3)

イ 39,193,517

ロ 23,470,000

62,663,517

2,648,576,170

４

(1)

ロ 14,073,936

139,301,234

(2) 1,237,000

(3)

イ 0

ロ 0

0

(4) 241,920

(5) 19,092,334

159,872,488

５

6,730,555,370

△ 2,729,745,608

4,000,809,762

6,809,258,420

負　債　の　部

固 定 負 債

企 業 債

イ
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

2,485,481,653

そ の 他 の 企 業 債

企 業 債 合 計

庁 舎 建 設 負 担 金

引 当 金

修 繕 引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債

イ
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

そ の 他 の 企 業 債

企 業 債 合 計

庁 舎 建 設 負 担 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

法定福利費引当金

引 当 金 合 計

未 払 金

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

125,227,298



６

(1)

イ 717,772,532

717,772,532

717,772,532

７

(1)

イ 924,074,950

ロ 66,899,552

ハ 477,936,701

ニ 1,182,151

ホ 868,516,607

2,338,609,961

(2)

イ 24,200,000

ロ 77,200,000

ハ 465,037,412

566,437,412

2,905,047,373

3,622,819,905

10,432,078,325

なお、修繕引当金取り崩し額は 0,000,000円です。

資　本　の　部

資 本 金

自 己 資 本 金

組 入 資 本 金

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金

当期未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

建 設 改 良 積 立 金

国 庫 補 助 金

一 般 会 計 補 助 金

その他資本剰余金

自 己 資 本 金 合 計

資 本 金 合 計

剰 余 金

資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

負 担 金



重要な会計方針
資産の評価基準及び評価方法
たな卸資産の評価基準及び評価方法
・ 貯蔵品　　先入先出法による原価法

固定資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く。）
・ 減価償却の方法
定額法

・ 主な耐用年数
建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具，器具及び備品

無形固定資産
・ 減価償却の方法(リース資産を除く。）
定額法

・ 耐用年数
施設利用権

リース資産
・ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
地方公営企業法施行規則第55条第2号に基づき，通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計
処理によっている。

引当金の計上方法
退職給付引当金
・ 職員の退職手当の支給に備えるため，当期末における職員に対する退職手当の要支給額
（24,691,000円）から，広島県市町総合事務組合における積立金相当額（1,221,000円）を控除
した金額を計上している。

貸倒引当金
・ 債権の不納欠損による損失に備えるため，貸倒実績率等により回収不能見込額を計上して
いる。

修繕引当金
・ 平成26年3月31日以前に引き当てられたものについては，引き続き従前の例により取り崩すことと
している。

消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

貸借対照表等関連
企業債の償還に係る他会計の負担
貸借対照表に計上されている企業債（当期末日の翌日から起算して1年以内に償還予定のものも含む。）
のうち，他会計が負担すると見込まれる額は168,072,767円である。

その他の注記
賞与引当金及び法定福利費引当金の取崩し
平成30年度において，期末勤勉手当を支給するため，賞与引当金3,363,653円，法定福利費引当金
628,671円を取り崩した。

Ⅰ
1

2

平成３０年度上半期　注記表

(1)

２４ ～ ５０ 年
３０ ～ ５０ 年
１５ ～ ２０ 年
２ ～ ５ 年
２ ～ １０ 年

(2)

５５ 年

(3)

3

(1)

(3)

(2)

Ⅲ

4

Ⅱ



平成３０年度上半期  大竹市公共下水道事業報告書

１．概    況

(１) 総 括 事 項

    公共下水道事業

　     公共下水道は安心で快適な生活を営むうえで必要不可欠であり,生活環境の改善や公

     共用水域の水質保全などを図りながら事業運営を行っています。

　  　 本市の下水道整備は，地方の小都市としては比較的早くから事業展開を行ってきたこ

     とから施設の老朽化が進んでおり，適正な維持管理に努めるとともに，計画的な更新に

     取り組む必要があります。

　　　 一方で，下水道使用料収入は年々減少しており，下水道経営は厳しい状況となってい

　　 ます。今後も安定した事業経営を行うために経費の削減や効率的な運営に努め，経営状

     況の改善に取り組んでまいります。

  ①　営　　業

　　　平成３０年度上半期の有収水量は，1,444,668㎥（１日平均 7,982㎥ ）で，平成２９

　　年度下半期と比較して，206,513㎥（12.51％）の減少となりました。

　　　普及状況では，区域内水洗化率99.5％を達成し，人口普及率も94.8％と高い水準を維

　　持しています。

  ②　建設改良（消費税及び地方消費税込み）

　　　　平成３０年度上半期に実施した主な工事(業務）はありません。

  ③　経理の状況（消費税及び地方消費税抜き）

　　　 平成３０年度上半期における収支状況は次のとおりです。

　　　　　　収益的収支　　　　　　　　　　収入総額　 　２５６，３３７，５６５円

　　　　　（消費税及び地方消費税抜き）　　支出総額　　 １３２，５９６，９８４円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引利益額　　 １２３，７４０，５８１円

　　　　　　資本的収支　　　　　　　　　　収入総額　　　　　 　１１７，４３６円

　　　　　（消費税及び地方消費税込み）　　支出総額　　 １２２，６９０，９４３円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引不足額　　 １２２，５７３，５０７円



(２) 議会の議決事項

 ①  予算決算に関する事項

 ②  条例に関する事項

(３) 職員に関する事項

 ① 職員の平均給料

 ②　市長の同意を必要とする主要職員の任免

 ③　給与改定　

(４) 料金その他供給条件の設定，変更に関する事項

　　該当事項なし

備　　　　考

議決年月日 議案番号

 平成29年度大竹市公共下水道事業会計余剰金の処分及び
 決算の認定について

 予算繰越しの報告について

件　　　　　　　　　　名

H30.9.19

H30.5.25

議案第52号

吉岡　和範

　　該当事項なし

7名

報告第2号

平均給料月額 平均勤続年数

45歳7ケ月

人　 員

312,177円

　　該当事項なし

任免年月日 職　　名 就  任  者

16年

平均年齢

退  任  者

平成３０年　４月　１日 上下水道局長 高津　浩二



２．工事の概況

(１) 建設工事及び改良工事の概況
着工期日

竣工期日

円 年月日

Ｈ30.4.11
Ｈ30.8.31

5,805,000

（２）保存工事の概況

修繕費等 材料費 計

円 円 円

管 渠 費
玖波三町目地内下水道用空気弁修繕
外11件

3,996,000 0 3,996,000

ポ ン プ 場 費 0 0 0

処 理 場 費 0 0 0

3,996,000 0 3,996,000

南栄二丁目外７件取付管布設等 5,805,000

合　　　　　　　　　　計

区 分 工 事 内 容 備 考

合　　　　　　　　　　計

工 事 費

備    考工      事      名 工   事   内   容 総工事費

取付管布設工事外
（第１～第９工区）



３．業  務

(１)業 務 量

  ①  水洗化戸数及び水洗化人口

     戸      戸      ％

12,848 99.7

12,057 99.8

12,005 99.8

－

－

※人口普及率＝処理区域内人口／行政区域内人口

※区域内水洗化率＝下水道接続人口／処理区域内人口

  ②  年間処理水量

比　率

     ％

115.1

282.0

61.4

163.1

97.7

戸 数 人 口

530,097

㎥

100.0

     人      戸

△ 12

525,875

戸 数 人 口 比  率増  減比  率

平成２９年度下半期
比　　　　較

△ 50

－0.04

△ 33,8971,444,668 1,478,565

㎥

43,841

△ 18,760

㎥

16,984

29,810

（㎥／日）

100.0

3,506,128

67,924

100.1

総 処 理 水 量

                年度別
種 別

（㎥／日）

増   減

年 度 別 平成30年9月30日 平成30年3月31日

         区 分
種 別

区域内水洗化率

平成３０年度上半期

99.55% 99.52%

     人

比            較

△ 40925,710 11,996 100.125,750

25,825

増  減

12,052

有  収  水  量

94.69% 0.09

     ％

行政区域内人口

処理区域内人口

12,860 27,32627,247

下水道接続人口

（㎥／日）

（㎥／日）

24,083

     人

99.9 △ 79

－人 口 普 及 率 94.78%

10,411

4,036,225

晴天時

現在晴天時平均処理水量 6,573（㎥／日）

雨天時

現在最大
処理水量 （㎥／日） 48,570



４．会   計
(１) 重要契約の要旨
　①工事請負契約

契約年月日 契　約　額 契約の相手方

円

H30.9.25 15,336,000 (有)金本建設

三段書きは上段が当初契約，二段以降が変更契約，（）内は合計額

　②業務委託契約

契約年月日 契  約  額 契約の相手方

円

Ｈ28. 3.14 1,198,800,000

(239,760,000)

Ｈ30.7.17 5,616,000

三段書きは上段が当初契約，二段以降が変更契約，（）内は合計額

　③その他の契約
　　　該当事項なし

(２) 企業債及び一時借入金の概況

  ①企業債の概況（平成３０年９月３０日現在）

区     分 借  入  先 前期末残高 当期中借入高 当期中償還高 当期中末残高
円

財 務 省 500,058,648 0 35,349,537 464,709,111

地方公共団体
金 融 機 構

1,496,705,475 0 31,515,006 1,465,190,469

郵 政 事 業
簡 易 保 険

511,130,817 0 0 511,130,817

広島県信用漁業
協同組合連合会

17,136,000 0 3,787,000 13,349,000

広島信用金庫 46,378,379 0 7,708,616 38,669,763

株 式 会 社
西 京 銀 行

77,052,944 0 11,335,480 65,717,464

株 式 会 社
広 島 銀 行

75,873,691 0 11,445,428 64,428,263

株 式 会 社
四 国 銀 行

27,100,000 0 1,950,000 25,150,000

株 式 会 社
も み じ 銀 行

27,300,000 0 2,350,000 24,950,000

小　　　計 2,778,735,954 0 105,441,067 2,673,294,887

　②一時借入金の概況
　　該当事項なし

公共下水道
事　　　業

大竹市公共下水道施設改築更新計画策定業務
　契約期間：Ｈ30.7.17～Ｈ31.3.20 ㈱ＮＪＳ

契    約    内    容

防鹿地区管渠布設工事（第１工区）

上記のうち平成３０年度委託対象額

契　　約　　内　　容

　契約期間：Ｈ30.9.25～Ｈ31.2.28

大竹市下水道施設維持管理包括的民間委託業務
　契約期間：Ｈ28.4.1～Ｈ33.3.31 三機環境

サービス㈱



(３) その他会計経理に関する重要事項
　　該当事項なし

(４) 受贈財産の取得状況

受贈年月日 種　　類 譲 渡 者 名 受贈財産評価額

円

H30.5.10 管　  渠 中川製袋㈱ 420,000

内　　　　容

黒川一丁目地内
ＶＵ管　　　　φ150　Ｌ＝4.3ｍ
組立１号人孔　１基


